








 

 （自然エネルギーと節電／体験-太陽光発電他-） 
         関川 忠彦  

 
行田市立中央小学校 5 年生２クラス（58 人）           2 時限 

 
校舎内 進修っ子ルーム 3F           令和 3 年 9 月 8 日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

プログラムの

ねらい 

対象 所要時間  

場所 

 概要 

 

実施時期 

1 標記講義を受けて、自然エネルギーと節電の体験コーナーを担当した。 

2 内容は太陽光発電を応用したキット、フリフリ発電、風車発電を用意し分担。 

3 その特徴を説明し、体験と実感からエネルギーと節電を理解し納得させる。 

4 キット内容は、バッタ、トンボ、ペガサス、ファン、回転蝶々他数点複数個 

 

1 自然エネルギーの太陽の光をパネルで発電して、動力や発光利用の実例を知り 

理解する。光が無いと発電しないことやＬＥＤや小型モーターで色々できる事 

2 フリフリ発電で電気を作ることの大変さを実感し、節電の大切を認識する 

3 身近で簡単な体験から、エネルギーの特徴を知る。 

プログラムの内容 
 

１ コロナ対策として、マスクし３密対策のため少数（約 10 人）グループにし、学童たちは 

５～６分で体験コーナーの３か所を移動しながら各コーナーで説明を受け体験をした。 

２ いろいろな発電の形とその特徴を小型デモで体験しながら理解するコーナー 

 2.1 自然エネルギーと太陽光発電について説明し、発電パネルに光が当たらないと発電できな

いことや小型モーターやＬＥＤの使用で色々なことができる事を知り各自で体感する。 

   各キットで、光量変化でパワーが変わることや動作の変化を体験、特にバッタが人気。 

 2.2 フリフリ発電でその原理を簡単に説明し、各自が振って発電してその発光状態を見る。 

   一生懸命に振って発電してもわずかなＬＥＤ発光しか得られないことを認識する。 

 2.3 風車発電は団扇で扇いだ発電で LED 発光を知る。風が無いと発電しないことも理解。 

2.4 在って当たり前の電気も発電は大変なことを認識し、節電の大切さを実感する。 

分野：資源・エネルギー 

受講者の反応 

1 担任先生の感想 

1.1 身近な電気のことだったのでイメージしやすく体験も適切である。 

1.2 異常気象も地球温暖化に依り、エネルギーも大切なことを今回勉強する機会になった。 

2 アドバイザーの感想 

2.1 難しい専門用語が多い中、学童たちは「体験することで分かったようだ」。 

環境アドバイザー 

活動情報シート A：外部公表用 



環境学習の様子（写真）※表面に写真を掲載している場合は不要  

 

 

 

 

 

 

 

 

フリフリ発電と風

車について説明、

各自懸命になって

振ったり扇いでい

た。 
生活で使う電気が

いかに大きいかと

節電の大切さを実

感したようだ。 
 

光の強弱

と発電量

の大小を 
実感する 

窓際のテーブル

に設置したソー

ラーキットを、説

明を聞きながら

各自が夢中にな

って学ぶ学童。 
 


























